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学 芸 員 養 成 の 諸 問 題 に つ い て


























問題について,そ の後の博物館 とそれを取 り
巻 く社会の変化や新たな問題点を踏まえて,




















博物館とい う教育 ・研究機関の役割と働 きを








































































































































































久 しい以前か ら提起 されている問題である。
これは,何 よりも学芸員の専門性の点か ら追
及されているもので,今 日の課題に対する一
つの方法であろ う。 この点については,本 号
の倉田 ・千地両氏の対談や後藤氏の論文でも
触れ られている。
























































数の実習生を受け入れることには 無 理 が あ



















































































せた場合,現 状の法制度 とではあま りに急激
な開きができてしまい,制度の移行に伴 う擦






格のランクの 導入が 考えられる。つ ま り,
『学芸員』資格は大学院博士前期課程終了に
お き,こ こでは充分な 『博物館実習』 を義務
付けることとし,現状での専門性の問題 と不
十分な実習 という問題の改善を計 る。一方,
学部卒業を基礎資格 とする も の は 『準学芸
員』と でも名 付 け,『 学芸員補』 と 『学芸
員』との中間的資格 として位置付け,そ の資
格要件か ら問題の多い 『博物館実習』をはず














これは,今 後,い ままで以上に問題の多 く
なることが予想できる 『博物館実習』を どう











































松沢,後 藤,橘,千 地,倉 田氏の論考を う
け,こ れをまとめてきたが,現 状は,法 改正
を展望した取組みが必要な段階に来ていると
い う認識が 一 つ あ る。また,法改正以前の














去,日 博協で 「学芸員制度調査会」が しぼら
くの間検討したことはあるものの,それ以外
には何 ら積極的な働きができ て い な い。協
会,協 議会,学 会が協同して取組むべき課題
ではあるまいか。
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